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針
と
、
今
年
度
の
取
り
組
み
と
目
標
の

一
部
し
か
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
町
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
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か
、
市
政
情
報
「
や
ま
び

こ
」
、
市
内
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
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ま
た
、
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政
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報
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び
こ
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政
策
目
標
の
実
現
と
更

な
る
改
革
・
改
善
を
進
め

て
い
く
た
め
、
市
の
部
長

　

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

２５織
の
目
標
と
そ
の
目
標
の

実
現
へ
向
け
た
取
り
組
み

を
取
り
ま
と
め
た
部
長
の

「
仕
事
目
標
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

こ
の
部
長
の
「
仕
事
目

標
」
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

本
年
６
月
の
町
田
市
議
会
に
お
い
て

示
し
た
施
政
方
針
の
中
で
、
「
徹
底
し

た
情
報
の
公
開
と
提
供
」
、
「
効
率
的

で
効
果
的
な
行
政
運
営
」
、
「
持
続
可

能
な
財
政
の
確
立
」
を
市
政
の
改
革
の

３
つ
の
指
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

　

部
長
の
「
仕
事
目
標
」
と
は
、
こ
の

改
革
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
部
長
自
ら
が
組
織
の
目
標
と
そ
の

目
標
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
示

す
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
年
度
末
に
は

目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
に
つ
い
て
の

評
価
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

部
長
の
「
仕
事
目
標
」
で
は
、
各
部

の
使
命
や
基
本
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
市
の
政
策
や
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
ご
要
望
な
ど
を
踏

ま
え
て
中
長
期
的
な
目
標
を
掲
げ
ま

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
長
期
目
標
を
達

成
し
て
い
く
た
め
の
、
各
年
度
の
取
り

組
み
と
そ
の
達
成
目
標
に
つ
い
て
も
示

し
ま
す
（
図
参
考
）
。

　

本
号
で
は
、
部
長
の
「
仕
事
目
標
」

の
内
容
の
う
ち
、
部
の
使
命
・
基
本
方

企画部長　　土屋　豊
部の使命・基本方針

　「市民協働のまちの創造」など４つの都市像を実現と、行政経営改革の「徹底した情報の公開と
提供」など３つの指針のもと、政策の実現と組織経営に関してトップのマネジメントを補佐する
ことと各部の組織機能の強化を支える。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

中間案の策定　政策にかかる事業計画、経営改革、財政を組
み込んだ５カ年間の計画を策定します。中期経営計画の策定

制度整備　行政運営の信頼性の向上を目指し、地方自治
法に定める外部監査制度を導入します。外部監査制度の導入

企画部新庁舎担当部長　　渋谷　友克
部の使命・基本方針

　地震に対する危険性、狭あい・分散、設備の老朽化など、現本庁舎が抱えるに至った様々な課
題を抜本的に解決するため、新庁舎の建設計画を推進するとともに、防災・災害復興拠点、市民
と行政の協働空間としての新庁舎を実現する。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

２００６年度予定分の完了

　設計者選定によって選定された契約候補者と
基本設計契約を締結し、「新庁舎建設基本構想・
基本計画」に基づき、さらには市民、議会、行
政の意見・提案を取り入れながら、基本設計を
進めます。

新庁舎建設基本設計

総務部長　　梅橋　敏博
部の使命・基本方針

　市の業務の総合的な管理と職員の育成を進め、適正かつ公正で効率的な行政を進める行政運営
の基盤を支えていく。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

人材育成方針の策定
　市民から信頼され、市民が住んで良かったと
思えるサービスを提供できる職員を育てる方針
をつくります。

人材育成方針の策定

６７か所の避難所の円滑
な運営

　大規模災害時における避難所の開設・運営を
円滑に行えるよう自主防災組織・学校教職員・
避難所指定市職員の三者による避難所関係者連
絡会を避難所ごとに設立します。

市民と行政の協働による
防災体制づくり

税務部長　　鬼頭　孝典
部の使命・基本方針

　税務行政は、市民との信頼関係の柱となるものであり、市税収入は市政運営の基盤となるもの
であることから、適正かつ公平な市税の課税と徴収が税務部に課せられた使命である。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

市民理解度の向上　広報及び出前説明会等により制度改正の周知
を図ります。税情報の広報充実

市税徴収率９５.４％　負担の公平性、財源確保のため市税徴収率を
向上させます。市税徴収率の向上

市民部長　　浅野　正
部の使命・基本方針

　「市役所の顔」として、市民＝顧客という市民の立場に立って「親切第一」に市民が満足する丁
寧で正確な高い品質のサービスを提供し、市民に「信頼」される市民部をめざします。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

市民満足度の向上
　ＩＳＯ９００１窓口サービスを改善し、町田市版
「さわやか窓口」の実施に向けて、システムを
検討します。

「さわやか窓口」システ
ムの実施

市民理解度の向上

　国民健康保険の制度改正をふまえ、国保税の
支払いや給付、国民年金の加入等について出前
相談会を行います。また、市広報の活用や税務
部との合同相談も検討します。

国民健康保険等の出前相
談会と情報提供の充実

市民部生活文化担当部長　　森　和秋
部の使命・基本方針

　市民部生活文化担当は、市民の「生活と文化の向上、安全安心なまちづくり」を図るため、地
域コミュニティやテーマコミュニティなど様々な団体との協働のもとに住みよいまちづくりを目
指します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

指針（素案）作成
　地域コミュニティとテーマコミュニティを中
心に置いた市民協働に関する基本的な考え方を
示します。

市民協働の推進に関する
指針の作成

配信先３０００人　希望者にパソコン・携帯端末への情報メール
の配信を行います。

不審者情報、犯罪者情報
の配信

健康福祉部長　　鈴木　正
部の使命・基本方針

　住み慣れたまちで、高齢者や障がい者をはじめ誰もが当たり前に生活できる社会、安心して暮
らせる社会の実現を目指します。そのために市民・ＮＰＯ・企業・行政等の協働による新たな地
域福祉活動への取り組みを強化・促進します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

支援・協力体制の確立
　町田市、社会福祉協議会、地域包括支援セン
ター、医師会、司法書士会等との相談、申立て、
後見開始までの支援体制の確立

成年後見制度利用支援機
関とのネットワーク化の
推進

予定サービス（１７）の
実施率１００％

　福祉サービス第三者評価受審事業の実施、公
表方法の充実

福祉サービスの情報提供
の充実

健康福祉部保健介護推進担当部長　　田村　俊二
部の使命・基本方針

　市民一人ひとりが健康で、自立し、住み慣れたまちで暮らし続けられる社会の実現を図るため、
健康づくりや、介護保険サービス、介護予防事業等を促進し、安心して生活できるまちづくりを
目指します。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

①１か所
②１か所
③１か所
④４ユニット

　以下の事業の事業者を公募により選定し、基
盤整備を進めます。①夜間対応型訪問介護②認
知症対応型通所介護③小規模多機能型居宅介護
④認知症対応型共同生活介護

地域密着型サービスの基
盤整備

検討終了　情報を一元化した冊子作成及びホームページ
掲載の検討

健康づくり施策の情報一
元化

子ども生活部長　　寺内　惠一
部の使命・基本方針

　子どもたちが健やかに育ち、子育てが楽しくできるまちは、人もまちも輝き、希望があふれる
まちです。地域の人たちみんなが、子どもの育ち・子育てに興味を持ち、安全・安心な地域と、
主体的な子ども、主体的な市民が育つまちをつくっていきます。

２００６年度の取り組みと目標
目標水準具体的内容取組項目

待機児童数前年度△
２０％

　分園の設置、定員の弾力化を実施するととも
に、園舎の老朽化に伴う建替え等を行い、待機
児童の解消を図ります。

待機児童の解消

２か所　１小学校区１学童保育クラブの設置目標に基
づき、今年度２小学校区に整備します。学童保育クラブの整備
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